
職員基礎学力判定試験「2016問題」

認識（15点）と対処（15点）思うこと考えたこと（20点）。キーワードやキーワードから噛み
砕いたり深く書いたり斟酌できる内容であれば加点対象とする。

問題1.下記の事例を読んだうえで、問題に対する代表者の認識および対処について答えよ。また自
らが思うところも述べよ。（答案用紙半分以上記入すること）

【事例】
団体の人材育成の考え方では介助者として採用された人が現場経験を積み、団体理念・就業上の
基本的なルール・キャリアアップを重ねながら、その障害者とともにCILの運営スタッフとしての
業務を兼務していくことが目指されている。
しかし兼務を可能にしていくためにはいくつかの問題があった。団体が存続するための重要な課
題は代表者の権利保障・生活保障であったが、人出不足の影響もあり保障しづらい状態が続いて
いる。

認識：障害者が権利保障と生活保障を自覚すること、みずらが人材育成する意識・方法・技術が
十分ではない（言語非言語ハラスメント・無関心・依存＝状態化）。介助者は問題意識を持ちつ
つ関係性を硬直させたままその場しのぎの日和見傾向。運営業務の不透明・非マニュアル・習熟
過程の欠如など問題は多々あるが、いずれもこれまでの障害者と介助者の関係性では運営上の問
題解決はできない。
対処：いち介助者の意識を運営する一員として変化させる方法を採用。極論、権利保障のための
サポートは運営スタッフがおこない生活保障のサポートは他事業所でよい。職員基礎学力判定試験
の導入。研修プロによる（介助）作業標準の導入。運営業務を透明化・業務マニュアル化・業務
標準化。有資格研修過程における講師担当。障害者みずからが生活保障をするために運動するこ
とを強調。アクスペの年間事業を可視化。事業の担当制導入。介助者を運営スタッフに登用するた
めの障害者の役割責任を明確化。

問題2.下記の事例はキャリア研修の項目別課題徴取（ヒアリング）での「自立支援を終了する
る’12～ ’13～ ’15～」の背景を記したものである。研修時に示された問題に対する代表者の認識
と対処について答えよ。またこうした事態を招かないための自らの考えも述べよ。（答案用紙半
分以上記入すること）

【事例】
背景：本人との間で認識の不一致の解消に至らず運営と現場が乖離。重篤な心身異常（処方薬の
過剰摂取など）および介護負担による人材離散。
認識：本人の自立意識の欠如。そのあと本質的なとらえ違いに気づき軌道修正。
対処：初期支援の考え方を採用（形成期～移行期＝3年）にもとづき区切りを設ける。支援すると
いう体制はとらず権利保障と生活保障を等しくおこなう者のみに門戸をひらく。
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